[bookmark: _GoBack]別紙第４
介　護　休　業　等　申　出　書
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申出年月日　　令和　　年　　月　　日
　　東　京　大　学　総　長　殿
申出者　　所　属　　　　　　　　　　　　　　
職　名　　　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　
□　次のとおり介護休業等の申出をします。（□２回目　□３回目）
□　次のとおり特別の事情による介護休業等の申出をします。
	４ 同一対象家族について既に介護休業等をした期間
	平成・令和　　年　　月　　日　から　平成・令和　　年　　月　　日まで
平成・令和　　年　　月　　日　から　平成・令和　　年　　月　　日まで

	
	５ 勤務時間の短縮・始業及び終業時刻の変更をする場合開始日
	令和　　年　　月　　日　から　
※開始日から最大３年間の間で複数回利用可能

	
	６ 特別の事情による介護
休業等が必要な事情
	

	１ 申出に係る要介護者
	氏　　名
	
	７ 介護休業等の終了
	終了の事情が生した日：平成・令和　　年　　月　　日
	本人印
	

	
	続　　柄
	
	　　□　介護休業等にかかる対象家族が死亡した
　　□　介護休業等にかかる対象家族との親族関係がなくなった
□　介護休業等にかかる対象家族を介護することができない状態となった
　　　　□　負傷・疾病　　　□　身体上の障害　　　□　精神上の障害
□　産前産後休暇を取得した
□　育児休業又は新たな介護休業等を始めた
□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	２ 要介護の状態及び具体的な介護の内容（注１）


	

	３ 介護を必要とする総計６月以内の予定期間（注２）又は勤務制限を請求する期間
	
令和　　年　　月　　日　から　令和　　年　　月　　日まで
	

	申出区分
	申　出　の　期　間　等（注３）
	変更等の理由（注５）
	申　出
年月日
	本人印
	勤務時間
管理員処理
	備　考

	
	所定勤務時間
	　　時　　　分　～　　　　時　　分
	
	
	
	
	

	
	年　月　日
	申出後の勤務時間（注４）
	日時数等
	
	
	
	
	

	□介護休業　□部分介護休業 
□時間短縮　□始業終業
□所定外勤務の制限
□法定労働時間を超える勤務の制限
□深夜勤務の制限　
	    年  月  日から
    年  月  日まで
□毎　日
□その他(         )
	（短縮）
午前・午後　  時　  分
～午後　  時　  分
（始業終業）
始業：　　　　時　　分
終業：　　　　時　　分
	（短縮時間数）
　　時間　　分

（始業終業）
第  　勤務

	
	年 月 日
	
	
	

	□介護休業 (□変更)
□部分介護休業 (□変更)
□介護日 (□変更)
□時間短縮 (□変更)
□始業終業 (□変更)
□所定外勤務 (□再度)
□法定労働時間(□再度)
□深夜勤務の制限(□再度)
	    年  月  日から
    年  月  日まで
□毎　日
□その他(         )
	
（短縮）
午前・午後　  時　  分
～午後　  時　  分
（始業終業）
始業：　　　　時　　分
終業：　　　　時　　分
	（介護日）
　　　日　　時間

（短縮時間数）
　　時間　　分
（始業終業）
第  　勤務
	
	年 月 日
	
	
	


※この申出書は、介護休業等を必要とする期間中、繰り返し使用するものです。
（該当する□にはレ印又は■を記入する。）


	申出区分
	申　出　の　期　間　等（注３）
	変更等の理由（注５）
	申　出
年月日
	本人印
	勤務時間
管理員処理
	備　考

	
	年　月　日
	時　間・時　刻（注４）
	日時数等
	
	
	
	
	

	□介護休業 (□変更)
□部分介護休業(□変更)
□介護日 (□変更)
□時間短縮 (□変更)
□始業終業 (□変更)
□所定外勤務 (□再度)
□法定労働時間(□再度)
□深夜勤務の制限(□再度)
	    年  月  日から
    年  月  日まで
□毎　日
□その他(         )
	
（短縮）
午前・午後　  時　  分
～午後　  時　  分
（始業終業）
始業：　　　　時　　分
終業：　　　　時　　分
	（介護日）
　　　日　　時間

（短縮時間数）
　　時間　　分
（始業終業）
第  　勤務
	
	年 月 日
	
	
	

	□介護休業 (□変更)
□部分介護休業(□変更)
□介護日 (□変更)
□時間短縮 (□変更)
□始業終業 (□変更)
□所定外勤務 (□再度)
□法定労働時間(□再度)
□深夜勤務の制限(□再度)
	    年  月  日から
    年  月  日まで
□毎　日
□その他(         )
	
（短縮）
午前・午後　  時　  分
～午後　  時　  分
（始業終業）
始業：　　　　時　　分
終業：　　　　時　　分
	（介護日）
　　　日　　時間

（短縮時間数）
　　時間　　分
（始業終業）
第  　勤務
	
	年 月 日
	
	
	


【勤務時間の短縮に係る取り消しの申出】（注６）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【記入要領等】[添付書類] （いずれも写しでも可）。
・　申出に係る要介護者の氏名、申出者との続柄が確認できる書類及び医師の診断書等
注１　「要介護者の状態及び具体的な介護の内容」欄には、教職員が要介護者の介護をしなければならなくなった状況及びその内容を明らかになるよう具体的に記入し、申出区分の休業等の形態を必要とする事情（勤務時間の短縮等にあっては通勤時間など必要な情報を含む。）も併せて記入すること。
注２　「介護を必要とする総計６月以内の予定期間」欄には、休業等の形態を問わず介護を必要とする予定の全期間を記入すること。（※総計６月の期間の計算において、１月未満の日数については、３１日（休日を含む。）をもって、１月とすること。）
注３　「申出の期間等」欄には、申出区分に応じた期間又は時間等を記入する。なお、部分介護休業の適用を受ける場合は、部分介護休業を必要とする予定の全期間を記入し、実際に介護のため休む日は介護日として、別欄に年月日、日数等の届け出る内容を記入すること。所定外勤務の制限、法定労働時間を超える勤務の制限、深夜勤務の制限については要介護者の介護の必要がなくなるまで申し出が可能だが、請求に係る期間は、所定外勤務の制限、法定労働時間を超える勤務の制限については、１回につき１月以上１年以内の期間とし、深夜勤務の制限については、１月以上６月以内の期間とすること。
注４　「申出後の勤務時間」欄は、勤務時間の短縮又は始業・終業時刻の変更を申し出る場合に記入し、「日時数等」欄に勤務時間の短縮を行う場合にその時間数を記入すること。
注５　「変更等の理由」欄には、介護を必要とする期間中に、各申出区分の変更又は当初の申出にかかる期間等を変更する場合に、当該介護の内容又は変更の理由等を具体的（勤務時間の短縮等にあっては通勤時間など必要な情報を含む。）に記入すること
注６　「勤務時間の短縮に係る取り消しの申出」については、勤務時間の短縮の適用を受ける者からの申し出により、勤務時間の短縮を取り消し後の時間等について記入すること。

	短縮取消し
対象日
	短縮取消し後の勤務時間
	短縮取消し後の短縮時間数
	本人印
	決　　裁
	勤務時間
管理員処理
	備　考

	年　月　日

	時　　分
～　　時　　分
	　時間
　　分
	
	
	
	

	年　月　日

	時　　分
～　　時　　分
	　時間
　　分
	
	
	
	

	年　月　日

	時　　分
～　　時　　分
	　時間
　　分
	
	
	
	

	年　月　日

	時　　分
～　　時　　分
	　時間
　　分
	
	
	
	

	年　月　日

	時　　分
～　　時　　分
	　時間
　　分
	
	
	
	

	年　月　日

	時　　分
～　　時　　分
	　時間
　　分
	
	
	
	

	年　月　日

	時　　分
～　　時　　分
	　時間
　　分
	
	
	
	


（該当する□にはレ印又は■を記入する。）

